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②対応方法  

基本的には 従来の安全性確認に対する考え方で対応  

⇒ 原材料の飼育、栽培、収穫から 製造工程までの履歴確認  

〃rックデ」タとLこ農賓筈の分析紺碧慶蜜実射  

●安全性の確保について  
原料のもつ危害だけでなく、生産時やカロ工時の各種危害の防止が必要。  

●履歴確認  
｝つ生産管理単位の原料の履歴が混在なく最終製品の使用まで確認できる状態。  

（生産管理単位一独立の区画で、生産方法（飼料・・薬品関係の投与）が同じ。）  

・独立した管王里単位での   

・副資材の  

生産記録  ・エ程管理   
清掃吉己録  ・一般管理  

・製品検査   

・生産場所・収穫日の表示  ・追跡性の確認  ・表示内容の確認   
または追跡可能なロット表  

t原料単位での製造。   ・原料受け入れ言己録   ・微生物の増殖  ・原料管理 工程管理   
または製造ロットの原料の把  ・二；欠汚染  ・製品検査  

握   

生 産  
（栽培・養殖・飼育）  

収 穫 等  

生産時の生産量と1収穫量の整合性、加工時の入荷原料と製品量の整合性の確認が必要。   

生産国の薬品関係の残留基準・使用基準と日本との違い、また各国の受け入れ基準の違いにより問題が多く発生している為  
該当国の使用基準を調査し必要なものをリスクとして対応する。  
海外原料の場合、生産から輸入・国内での在庫、流通と時間が長く、保管場所も多岐に亘っているために、トレース表を作り  
緊急時に素早く対応できるようにしておく。   



◆施行までの対応スケジュール  

①説明会の開催  対象＝ 原材料メーカー  

弁当、惣菜等製造メーカー  

オリジナル商品製造メーカー   

（診調査依頼‥・ポジティブリスト制度への対応状況  

③調査結果確認中   




